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目

次

規

則

○
岐
阜
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー)

一
ペ
ー
ジ

規

則

岐
阜
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
三
十
一
号

岐
阜
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則(

昭
和
五
十
年
岐
阜
県
規
則
第
百
五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中｢

及
び
特
別
苦
情
処
理
員｣

及
び｢

本
庁
並
び
に｣

を
削
り
、｢

飛�
県
事
務
所

に｣

の
下
に｢

、
同
条
第
二
項
の
特
別
苦
情
処
理
員
は
環
境
生
活
部
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
に｣

を

加
え
、
同
条
第
二
項
中｢

消
費
生
活
相
談
員｣

を｢

前
項
の
消
費
生
活
相
談
員｣

に
、｢

消
費
生
活
に

関
し
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
者｣

を｢

消
費
者
安
全
法(

平
成
二
十
一
年
法
律
第
五
十
号)

第

十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者(

不
当
景
品
類
及
び
不
当

表
示
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律(

平
成
二
十
六
年
法
律
第
七
十
一
号)

附
則
第
三
条
の

規
定
に
よ
り
合
格
し
た
者
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。)｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中｢

特
別
苦
情
処
理

員｣

を｢

第
一
項
の
特
別
苦
情
処
理
員｣

に
改
め
、
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三

号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
削
る
。

第
五
条
中｢

第
十
八
条
第
四
項｣

を｢

第
十
八
条
第
五
項｣

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中｢

本
庁｣

を｢

環
境
生
活
部
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー｣

に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
、｢

職｣

の
下
に｢

及
び
消
費
生

活
相
談
員(

消
費
生
活
相
談
員
に
あ
つ
て
は
、
知
事
が
指
名
す
る
者
に
限
る
。)｣

を
加
え
、
同
号
を
同

項
第
二
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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